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マサパ・ゴマサパ太平洋系群2007年級群の推定勝化時期 *1
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マサパScomberjaponicusおよびゴマサパS.austraω 

lasicusの資椋研究において，加入量およびその加入

機構を解明することは重要で、あるが， 1子誰魚、を含む加

入以前の個体についての知見は乏しいのが現状であ

る。マサパ，ゴマサパ太平洋系群の当歳魚、は，本邦太

平洋南岸で発生し (3-6月中心)，黒潮に移送され

て黒潮親潮移行域に広く分散，北上し (4-8月:北

上期)，その後，道東~千島列島沖合域で索餌，成長

後 (6-10月:索部期)，本邦近海に南下して (10-

2月:越冬期)資源に加入するものと考えられている

(jll端他 2006)0なお，.tJ、降表記するさば類とはマサ

パおよびゴマサパを指し，いずれも特に断りがない隈

り太平洋系群のことを指す。

水産総合研究センターでは，浮魚類の現存量推定な

らびに加入量水準の動向把握を目的として， 1996年よ

り黒潮親潮移行域を中心とした複数の海域で，調査船

謂査を行っている O これらの調査船調査の結果から得

られるさば類当歳魚、の資源最指標値は，それぞれ加入

量水準をよく反映することが指摘されている (JII端他

2010，渡護地 2010)。また，発生初期の成長速度も加

入量水準と一致した動向を示すことが指摘されている

(Yamashita et al. 2006) 0資源変動および加入機構の

解明を進める上で¥これら加入に寄与すると考えられ

る群がいつ，どこで生まれ，どのように成長するかを

把擢することは重要で、ある。さば類の日齢については

D'Amours et al. (1990)がタイセイヨウサパScomber

scombrusについて，高構他 (2004)がマサパについて，

それぞれ耳石の日周性と初期成長について報告してい

るO コ守マサパについては渡遺他 (2002)が耳石輪紋の

日周性について言及しているO これらはいずれも飼育

下あるいは天然下での断片的な情報であり，同一年級

群の長期にわたる成長を追跡した研究はまだ、ない。そ

こで本研究では， 2007年 5-7月の北上期および2007

年9-10月の索餌期に行われた諦査船調査からさば類

* 1 平成21王Jo&中央ブロック資源・海洋liJF究会(王子成21iド10月:高知市)では「マサパ・ゴマサパ太平洋系群の緋化時期tl主定について」と足立

して口E兵発表した。

* 2 独立行政法人水産総合研究センター中央水主主研究所 千236-8648 神奈川県横浜市会沢区福況は-12-4 e-mail: mtaka8@a自主C.go・lP

National Research Institute of Fisheries Sci邑nce，Fisheries Research Agency， 2-12-4 Fuku臼ra，Kanazawa但Ku，Yokohama“shi， Kanagawa 236句
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表 1 2007年における北上期および索餌期の調査船調査の詳細.

1じ 上 期 索餌期

調査船名 北鳳丸 北鳳丸 青海丸 北鳳丸

期間 5 月 10~30 日 6 月 10~ 7月11日 6月3日一 7月1日 9 月 13~10月 7 日

海域
35 0N~39 0 10'N ， 32 0N~45 0 30'N ， 34 oN ~44 040'N， 38 0 50'N~46 0N ， 

143 0E~ 1620E 142 0E~ 1800W 154 oE~ 1600W 141 0 40E~165 0E 

側点数 43 117 72 48 

トロール網 lP-l型(目合10mm) NST-99型(目合17mm)NST-99型(目合17mm)NST-99型(目合17mm)

曳網時間(分) 30 

曳網速度(ノット) 3.5 

当歳魚、の分布を明らかにし，得られた標本を用いて，

日齢解析により稚魚ー幼魚期の成長様式および鮮化時

期の推定を行うことを目的とした。

資料と方法

調査方法および魚体測定

標本は2007年 5~10月にかけて行われた 4 つの調査

船調査から得た (表 1)。調査は実習船北鳳丸 (664t，

2，200馬力，北海道教育庁実習船管理局)および実習

船青海丸 (403t，1，800馬力，山口県立水産高等学校)

による中層 トロール漁獲試験を，黒潮親潮移行域周辺

海域および三陸一道東沖から千島列島沖の海域の計

280地点で行った。漁具はニチモウ製オッタートロー

ルlP-1型(コッ ドエンド目合い10mm)およびNST-99

型(コッドエンド目合い17mm) を用い，昼夜を問わ

ず表層を約3.5~5.0ノットで30分一 1 時間曳網した。

中層 トロール漁獲試験で得られたさば類標本は，船

上で全量あるいは一部抽出して尾叉長 (FL)，重量を

測定後， -20
o
Cで凍結して持ち帰った。研究室で解凍

後， FL，第 1背鰭第 1~ 9腕条までの基底部の長さ，

体重，生殖腺重量を計測した後，左右の耳石(肩平石)

を摘出した。種の査定は中央水産研究所 (1999)に従っ

た。

日齢査定

得られたマサパについて 5月(北上期)に採集さ

れた30個体， 6 ~ 7月(北上期)に採集された60個体，

および9~10月(索餌期)に採集された32個体につい

て日齢査定を行った。同様に，ゴマサパについても 5

月 (北上期)採集の40個体， 6 ~ 7月(北上期)採集

の54個体， 9 ~10月(索餌期)採集の42個体について

日齢査定を行った。各調査の標本は，尾叉長と調査点

をなるべく網羅するよう選択した。

さば類の耳石輪紋は日周輪とされるため(渡遁他

2002，高橋他 2004)，本研究においてもマサパ，ゴマ

60 

5.0 

40 30~60 

5.0 5.0 

サパともに輪紋が1日1本形成されるものとして日齢

査定を行った。日齢査定は，扇平石の平面および縦断

面で観察される輪紋の計数により行った。

平面からの輪紋計数は，扇平石をスライドグラス上

で透明マニキュアに包埋して行った。扇平石が肥厚

し，輪紋の計数が困難なものについては， 表面を軽く

研磨したのち計数した。縦断面からの計数は，扇平石

をエポキシ樹脂(新ペトロポキシ154，株式会社マル

トー)に包埋し，腹部面および背部面から核付近まで

を研磨して耳石切片を作製して行った。いずれの方法

でも，輪紋の言十数には耳石日輪計測システム(ラトツ

クシステムエンジニアリング株式会社)を用いた。推

定された日齢と尾叉長の関係にはゴンペルツの成長式

(Ricker 1979)を当てはめた。成長式は MS-Excelの

ソルパーを用い，非線形最小二乗法により求めた。各

個体の日間成長率 (mm/d) を求め，全個体の平均成

長率を求めた。最後に，各個体の採集日から日齢を差

し引き，僻化日を推定した。

結果

分布

中層トロール漁獲試験の単位漁獲量あたりの結果を

図1に示す。 5月(北上期)におけるさば類の分布は，

両種とも 158
0
E以西の広い海域で確認され，特に36

~38 0 N， 147~152 0 E の海域で、の漁獲尾数が多かっ

た。 6~ 7月(北上期)におけるマサパの分布域は1710

Eまで達し，特に三陸沖から151
0E， 3r N ~42 0 N 

と155
0
E， 34
0 
N ~39 0 N，および 1630E， 3r N ~39 0 

の海域に多く出現した。ゴマサパは166
0
Eまで出現

し，マサパとほぼ同様の分布パタ ーンを示した。 9~

10月 (索餌期)の両種の分布は，調査海域全体の比較

的広い範囲で確認され， 特に三陸沿岸部と155
0
E ~ 

165
0 
Eの千島列島東方沖海域で、の分布が多かった。
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図2

マサパ当歳魚扇平石の形態 a 平面，
31.32mm (FL) (右方向が前部面).b :縦断切片
109.89mm (FL). 

図 3

尾叉長組成

各時期における調査で得られたマサパ(ゴマサパ)

の平均尾叉長 (FL)i: SDは5月(北上期)で54.7i:

22.3 (68.0i:30.0) mm， 6 -7月(北上期)で104.0

土38.9(125.5i:25.9)mm， 9 -10月(索餌期)で205.9

土18.4(212.0 i: 21.1) mmであった。 両種とも採集

時期が進むにつれて尾叉長の増大が認められた(図

2 )。また， 北上期 (5月および6-7月)の標本では，

マサパよりもゴマサパの尾叉長が有意に大きかった
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(t-Test， 5月:ρ<0.05，6-7月:ρ<0.01)。

輪紋計数と尾文長との関係

約70mm(FL)までのさば類の扇平石は， よく似た

形態で，どちらも楕円形を呈し，腹部面前方に突出部

が認められた(図 3a)。平面観察での輪紋は明瞭で，

縁辺部までの計数が可能であった。一方，約70mm

(FL)よりも大型の個体では縁辺に二次核の形成が確

認された。二次核形成以降の輪紋は不明瞭で，表面を

研磨して平面観察をしても計数は困難であった。そこ

で，これらの個体については縦断面からの輪紋計数を

試みた。縦断面切片では二次核形成以降から縁辺部ま

で連続する輪紋が観察できた(図 3b)。

輪紋計数から推定されたマサパの日齢は 5月(北

上期)採集個体で33-71日， 6 -7月(北上期)で42

-93日， 9 -10月(索餌期)で104-149日であった。

ゴマサパでは 5月(北上期)採集個体で34-67日 6

-7月(北上期)で42-108日， 9 -10月 (索餌期)

で91-160日であった。マサパ，ゴマサパの尾叉長 (y)

と日齢 (x)の関係は，それぞれY=266.21e-eo似 r

Y=305.24e-dO但 Cr-61耐のアロメトリー式で表された(い

ずれも r2=0.99，図 4)。また，日間平均成長率士SD

はそれぞれ1.47土0.24mrn/d，1. 74士0.27mm/dであっ

た。
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図4 各採集時期に得られたマサパ(上)，ゴマサパ(下)
当歳魚、の日齢と尾叉長の関係.実線は成長曲線
を表す.

推定癖化時期

採集日から日齢を差し引くことで両種の僻化時期を

推定した(図 5)。マサパの推定解化時期は 3月上旬

から 6月上旬までであった。各採集時期でみると，北

上期に採集されたマサパの推定解化時期は 3月上旬-

5月上旬の範囲で， 3月下旬-4月上旬が中心であっ

た。それに対して，索餌期採集個体の推定解化時期は

5月中旬をピークとする 4月下旬ー 6月上旬の範囲で

あり，北上期採集個体とは明瞭に異なる時期に鮮化し

たものと推定された。ゴマサパの推定解化時期は 3月

上旬-6月中旬と，マサパよりもやや長かった。採集

時期別の推定解化時期は，北上期採集個体では 3月上

旬-4月下旬にかけての範囲で， 3月下旬-4月上旬

がピークであった。索餌期採集個体では4月下旬ー 6

月中旬の範囲で，ピークは 5月中旬ー 6月上旬であっ

た。このようにマサパとゴマサパの鮮化時期はほぼ同

時期と推定され，両種とも北上期採集個体と索餌期採

集個体で僻化時期が異なる傾向を示した。

車臣

議"

恩

3周よ句 S周中旬 3月下旬 ・月」ヒ旬 ・周中旬 4月下旬 5周10旬 5周中旬 5月下旬 ・月上旬 ・月中旬

図5 各採集時期に得られたマサパ(上)，ゴマサパ(下)
当歳魚の句別の推定解化月.

考察とまとめ

本研究により，同一年内の北上期から索餌期にかけ

てのさば類当歳魚の分布様式と成長を追跡できた。ま

た，北上期と索餌期における両種の鮮化時期を初めて

明らかにした。

2007年における両種の分布は，北上期には三陸沿岸

から170
0

E付近までであった。黒潮親潮移行域に移

送された当歳魚、は，沿岸域から165
0

E -170
0 

E付近

まで分布することが知られている(渡遁他 1999，川

端他 2006)。また，他の年に行われた調査での分布域

とも類似していたことから， 2007年は当歳魚の特別な

分布を示す年ではないと考えられる。索餌期において

は165
0

Eまで分布していることが確認され，これも
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他の年と明確な違いを見出すものではなかった(中央

水産研究所・東北区水産研究所調査船調査結果，間

1)0 両種とも北上期から索餌期に移行するに従い，

尾叉長が大型化していたことから(額約，移行域か

ら安餌海域へと成長しながら北上することが示唆され

た。さば類当歳魚、は鮮化後に黒潮親潮移行域に輸送さ

れ，さらに北上して索餌海域に加入することが指擁さ

れており(J日端他 2006)，本研究の結果においても同

様の留遊経路が確認された。

日齢と尾叉長から推定された日間平均成長率は，マ

サパで1.47mm/d， ゴ炉マサパで1.74mm/dであった。

これはさば類幼稚魚、期の平均成長率とされる約 1

mm/d (渡部 1970，渡辺 2002) よりも大きい植であ

るC このように初期成長率の高いマサパ稚魚、の割合が

多い年は加入豊度が高い可能性が指摘されている

(Yamashita et al. 2006)。実捺にマサパ，ゴマサパ2007

年殺群の資源水準は近年において比較的高かったこと

から(J11端他 2010，度遜他 2010) ，本研究の結果は

「発生初期の高い成長率が良女子な加入につながる」と

いう仮説を支持するものと考えられる O

輪紋計数の結果から，開種の推定解化時期はほぼ向

持期であり，北上期および索鈍期採集個体でそれぞれ

のピークが異なることも同様であった。 2007年におけ

るマサパの産卵は 1月から始まり，駿河湾~鹿島iMffiに

おける海域を主体に 7月まで継続された (Oozekiet 

al. 2007)。マサパの主産卵場で、ある銚子沖から遠州

灘海域の関東近海におけるマサパ産卵量のピークは 4

丹であり(千葉県水産総合研究センター他 2007)，伊

を中心、に逮ナトi灘から房総沖で卵が確認された。

本研究で推定されたマサパの鮮化時期はこの範囲に含

まれ，大幅な時期の違いはみられなかったことから，

輪紋計数結果は妥当で、あると考えられる。また，マサ

パの産卵時期のピークは，北上期に得られた儲体の推

定酔化時期のピークと一致した(図 5)。このことか

ら，北上期採集個体は関東近海の産卵群に由来するこ

とが示唆される。また，索餌期の個体の推定解化時期

は産卵最のピークとは一致しなかったものの，駿河湾

~鹿島灘での産卵量の多い時期であり，これらの海域

の産卵群に由来するものと考えられる O 一方， 2007年

におけるゴマサパの産卵は 2月から 7月まで確認さ

れ，産卵量のピークは 4月であった (Oozekiet al. 

2007)0これは本研究で推定されたゴマサパ鮮化時期

の範囲と一致する(図 5)0 しかし，産卵量のピーク

時期は，北上期採集個体の推定解化時期に一致するも

のの，索餌期採集個体のものとは一致しなかった。ピー

ク時の産卵海域は蕗南および伊豆諸島近海から房総沖

が主体であったため (Oozekiet al. 2007)，北上期採

集個体の由来も当該海域における産卵群であることが

示唆されるO 索餌期採集個体の推定騨化時期にあたる

産卵は，常磐沖合と薩南海域で多く，房総一日向灘に

かけても確認されたことから (Oozekiet al. 2007)， 

これらの海域での産卵群が由来となっている可能性が

ある O

北上期採集{固体と索餌期採集倍体の推定解化時期

(3 -4丹生まれvs5 -6月生まれ)がほぼ重複し

ないことから(図 5)，その由来となる産卵群は別で

あると判断するのが妥当で、あろう。では，索餌期の調

査で得られなかった北上期採集個体と開時期 (3-4 

月生まれ)に鮮化した群はどこへ行ったのであろう

か?索餌期以降の僧体は，秋冬季に20-25cm程度に

なって南下し常磐~房総半島の沿岸から沖合の黒潮

続流間辺海域で越冬する(JII端他 2009)0このことか

ら北上期採集個体と同時期に鮮化した群は，既に南下

を開始しており，索餌期の調査では採集されなかった

と考えられるO 索餌期採集個体 (5-6月生まれ)の

平均尾叉長土 SDが，マサパで205.9土18.4mm，ゴマ

サパで212.0土21.1mmであり(図 2下段)，これより

も大型のさば類，すなわち索餌期採集個体よりも早生

まれの群が採集されなかったことともよく対応するO

このように複数産卵群由来のさば類であっても，時期

を遅らせながら Jlr~次向様の閤遊ルートをたどることが

示唆された。

調査船調査で得られたさば類は，北上期と索餌期の

資i源原量指標値と加入量水準との関に相関があることカか、

ら (οJlI巾i付立
本も加入に寄与する群でで、あると考えられるO このよう

に，異なる産卵群由来のさば類がいずれも加入量と対

応することは，加入量決定の機構が北上や素餌回遊を

するよりも前の段階で決定されている可能性を示唆す

る。また，関種の誰定解化時期が，採集時期によって

産卵量のピーク時期とずれることから(図 5)，産卵

盛期に鮮化した個体だけが加入に寄与する群の主体と

なるわけでもないようである O

このような採集時期による鮮化時期の差や産卵時期

とのずれは，他の資源水準の異なる年でも確認される

のか，それとも2007年のみに特徴的な現象なのかを明
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らかにするため，今後は他の年の標本についても僻化

時期の推定をする必要がある。さらに初期成長の良し

悪しと加入成否の関係を検証し，加入量変動との対応

の有無を把握するために，複数年にわたるさば類当歳

魚の初期成長解析が必要で、ある。
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